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第２四半期業績予想と実績の差異に関するお知らせ 

 

2018年 8月 14日に公表した 2019年６月期第 2四半期（累計）連結業績予想と本日公表の実績の間

に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．連結業績予想と実績値との差異 

 

2019年６月期第 2四半期（累計）  (2018年７月１日～2018年 12月 31日） 

（単位：百万円） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する 

四半期純利

益 

1株当たり 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 2,100 △120 △150 △160 △6円 94銭 

実 績 値 （ Ｂ ） 2,042 △4 △19 △21 △0円 91銭 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △58 116 131 139   

増 減 率 （ ％ ） △2.7％ －％ －％ －％   

（参考）前期第２四半期実績 

2018 年６月期第２四半期 
1,721 △229 △227 △235 △10円 22銭 

 

２. 差異発生の理由 

「売上高について」 

2019年６月期第２四半期（累計）につきましては、エリテック社向け OEM製品である全自動遺伝

子診断装置、ワールドワイドの取引先に OEM供給をしている DNA自動抽出装置の販売がほぼ計画通

りに順調な推移となったことと、その他装置の出荷が下期にずれたこと等により、全体として第２

四半期の売上は 2,042百万円（当初計画比 2.7％減）となりました。 

 「利益について」 

  2019年６月期第２四半期（累計）につきましては、上記の売上実績による影響は受けましたが、

研究開発費を含めた販売費及び一般管理費の削減効果(当初計画比 135百万円減)により営業利益で

は当初計画を上回りました。また、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益についても当初

計画を上回りました。 

 

以 上 


